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城山公園の梅とメジロ

あ
な
た
と
ま
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を
つ
な
ぐ

つながろう日本
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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

今月の表紙
城山公園の梅とメジロ

来
館
者
90
万
人
を
達
成
し
ま
し
た

城山公園の梅の花にメジロが集まっ

ていました。「ウメ」の木に「メジロ」

がとまっているこのような写真は、

鳥の写真を撮る人からは「ウメジロ

ウ」と呼ばれているようです。こうし

て見ると、とてもかわいいですね。

（城山ウメジロウ・２月19日撮影）

の
原
点
と
い
わ
れ
る
水
俣
病
の

貴
重
な
資
料
を
後
世
に
伝
え
る

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。世
界

の
ど
の
地
域
で
も
こ
の
よ
う
な

悲
惨
な
公
害
が
発
生
し
な
い
よ

う
、水
俣
病
患
者
の
痛
み
や
差

別
を
受
け
た
つ
ら
い
体
験
を
展

示
し
、資
料
館
語
り
部
が
語
り

継
い
で
い
ま
す
。

　

現
在
、国
内
は
も
ち
ろ
ん
、全

世
界
か
ら
年
間
約
４
万
人
が
見

学
な
ど
に
訪
れ
、公
害
学
習
・
環

境
学
習
だ
け
で
な
く
、人
権
教

育
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
病
資
料

館
☎
６
２
・
２
６
２
１

木
か
ら
つ
く
っ
た
こ
け
し
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

後
世
や
世
界
に
向
け
て

水
俣
病
の
情
報
を
発
信

　

水
俣
病
資
料
館
は
水
俣
病
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、公
害

　

水
俣
病
資
料
館
は
２
月
５
日
、

平
成
５
年
１
月
の
開
館
か
ら
の

入
館
者
が
90
万
人
を
超
え
、記

念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
来
館
し
た
宇
土
市
緑
川

小
学
校
と
鹿
児
島
県
伊
佐
市
立

菱
刈
小
学
校
の
５
年
生
に
、西

田
市
長
が
記
念
品
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

両
校
の
児
童
ら
は
、資
料
館

語
り
部
の
緒
方
正
実
さ
ん
の
講

話
を
聞
き
ま
し
た
。緑
川
小
５

年
の
嵯
峨
理
心
さ
ん
は
、「
学
ん

だ
こ
と
を
積
極
的
に
地
域
の
人

な
ど
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。緒
方
さ
ん
か
ら
は
、

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
実
生
の
森
の

水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館

緑川小５年の嵯峨理心さん ▼

▼語り部の講話の様子
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ミュージアム
ショップ

昔の写真を募集します
「永遠の記憶」コーナーを新設

水俣病資料館の展示
改修を計画しています

　平成28年５月に水俣病公式確認60年を迎
えるにあたり、展示改修計画を進めています。
子どもにも分かりやすく、体験できて、考えさ
せる展示を目指しています。

人や風景など、ありし日の姿を永く
記憶にとどめるため、コーナーを新
設します。そのコーナーに展示する
写真を皆さんから募集します。

■募集する写真
①水俣病で犠牲になった人の元気
　な頃の姿、猫や魚などの生き物
②水俣湾を中心とする自然豊かだ
　った頃の風景
③さかんに行われていた漁の風景
④忘れ去られていく市民の暮らし
　など
■募集期間
　４月１日㈬～７月31日㈮
　※写真選定のための締切日を設
　けますが、展示写真入れ替え用と
　して以降も随時受け付けます。
■提出方法
　詳細については、広報みなまた３
　月１５日号に提出方法と応募用
　紙を掲載する予定です。

■問い合わせ　水俣病資料館
　　　　　　　☎６２-２６２１

拡大図の説明
❶豊かな不知火海の景色と沿岸の地形模型

❷ジオラマで当時の百間排水口を再現

❸広く見やすい展示スペース

❹体験コーナーを設けて、興味を引き出す

❷

❹

展示概要
Ⅰ 魚湧く海と大企業

Ⅱ 水俣病の発生・拡大

Ⅲ 水俣病の被害と補償

Ⅳ 水俣からあなたへ

正面入り口

情報センターへ

❶

●❸

※イラストは全て
　イメージです。
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蒲島知事と地域の夢を語りあう
くまもと夢トーク in 芦北

1/30

学校と家庭で「食育」をすすめよう
水俣市学校給食フォーラム

1/30
さらなる高みへ向かって熱く飛躍 !
水俣商工会議所青年部設立30周年

1/31

▲福島での交流事業で、輪になって踊る子どもたち

　

蒲
島
知
事
が
県
内
各
地
を
訪
れ

て
住
民
と
意
見
交
換
す
る
「
く
ま

も
と
夢
ト
ー
ク
」
が
、
芦
北
町
の

農
家
民
宿
「
縁え
に
し
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
一
次
産
業
で
活
躍
す
る

水
俣
・
芦
北
地
域
の
女
性
８
人
が

参
加
。
水
俣
か
ら
は
３
人
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
取
り
組

み
の
紹
介
、
今
後
の
夢
に
つ
い
て

知
事
と
話
を
し
ま
し
た
。
知
事
は

「
国
が
地
方
創
生
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
て
い
る
今
は
、
地
方
に
と

っ
て
一
番
い
い
と
き
。
意
見
交
換

で
終
わ
ら
ず
、
県
が
協
力
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

水
俣
市
学
校
給
食
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

市
公
民
館
で
開
か
れ
、
学
校
関
係
者

な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
と
市
学
校
給
食
会
が
、
給
食
セ

ン
タ
ー
と
学
校
や
家
庭
、
地
域
と
の

連
携
を
深
め
、
給
食
や
食
育
の
推
進

を
図
る
た
め
開
催
し
ま
し
た
。フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
尚
絅
大
学
の
守
田
真
里

子
准
教
授
が
昭
和
30
年
代
の
給
食

や
、
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
地
産
地
消
に

も
配
慮
し
た
今
の
給
食
事
情
に
つ
い

て
講
演
。
ご
は
ん
と
納
豆
に
具
だ
く

さ
ん
の
み
そ
汁
な
ど
の
、
豊
か
な
家

庭
で
の
朝
食
が
一
日
の
子
ど
も
の
活

動
を
活
発
に
す
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

水
俣
商
工
会
議
所
青
年
部
（
Ｙ

Ｅ
Ｇ
）
が
設
立
か
ら
30
周
年
を

迎
え
、
湯
の
児
海
と
夕
や
け
で
記

念
式
典
を
開
き
、
関
係
者
ら
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
商

工
会
議
所
青
年
部
は
昭
和
59
年
に

設
立
、
現
在
14
代
目
の
村
山
明
会

長
ほ
か
会
員
42
人
が
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
で
地
域
の
活
性
化
や
地
域
貢

献
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
歴
代
会
長
が
紹
介

さ
れ
た
後
、
代
表
し
て
第
２
代
目

の
上
田
高
士
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。

自
身
の
経
験
を
ふ
ま
え
た
話
で
現

会
員
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

放射線・ウイルス・神経剤の災害に対応
NBC災害・特殊災害車両集結訓練

1/30

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部（
岩
田
繁
義
消
防
長
）は
、

放
射
線
や
ウ
イ
ル
ス
、
神
経
剤
な

ど
の
災
害
発
生
に
備
え
た
訓
練
を

消
防
本
部
で
行
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
は
、核（nuclear

）、

生
物
（biological

）、
化
学
物
質

（chem
ical

）
に
よ
る
特
殊
災
害
。

対
応
に
は
特
別
な
知
識
や
装
備
が

必
要
で
す
。
訓
練
で
は
、
熊
本
市

消
防
局
の
特
殊
災
害
対
応
車
や
大

型
除
染
シ
ス
テ
ム
車
な
ど
が
集
結
。

参
加
し
た
近
隣
の
消
防
隊
員
ら
は

資
器
材
の
説
明
を
受
け
、
災
害
対

応
の
情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

再生に向けた取り組みを学びあう
福島・水俣教育交流事業報告会

1/25
思いがこもった詩にメロディーを

第８回 もやい音楽祭
1/25

　

水
俣
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
な

ど
が
昨
年
11
月
に
行
っ
た
交
流
事

業
で
福
島
県
を
訪
問
し
た
水
俣
市

の
中
学
生
24
人
が
、
そ
の
報
告
会

を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
交
流
事
業

で
は
、
福
島
と
水
俣
の
子
ど
も
た

ち
が
、
水
俣
病
や
原
発
事
故
に
よ

る
風
評
被
害
の
現
状
な
ど
を
意
見

交
換
し
、
被
災
地
の
復
興
状
況
な

ど
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
交
流
や
討
議
の
様

子
を
紹
介
し
、
福
島
の
風
評
被
害
を

な
く
す
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ

か
ら
取
り
組
む
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

　

水
俣
病
や
障
が
い
が
あ
る
人
の

詩
に
曲
を
つ
け
て
発
表
す
る
「
も
や

い
音
楽
祭
」
が
、
市
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先
に
募
集
し
て

い
た
作
詩
の
部
67
作
品
か
ら
10
詩

を
選
び
曲
を
公
募
。
作
曲
の
部
に

は
60
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
入
選

し
た
10
作
品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
作
詞
者
も
登
壇

し
、
作
曲
者
が
演
奏
し
て
入
選
曲

を
披
露
、
客
席
か
ら
は
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

く
ま
モ
ン
と
水
二
小
２
年
生
に
よ
る

ダ
ン
ス
や
抽
選
会
、
参
加
者
全
員
で

の
合
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

太鼓の音で元気と感動を届ける
第９回水俣・芦北和太鼓フェスティバル

2/1
くまモンと規則正しい生活をお勉強
くまもとキッズウィーク inさくら保育園

　

水
俣
・
芦
北
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
５
が
、
市
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恋
龍
太
鼓

保
存
会
な
ど
水
俣
芦
北
地
域
の
太

鼓
愛
好
家
で
つ
く
る
同
実
行
委
員

会
が
、
地
域
住
民
に
元
気
を
届
け

た
い
と
企
画
し
、
今
回
で
９
回
目
。

７
団
体
が
出
演
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
太
鼓
や
、

大
人
た
ち
の
勇
壮
で
力
強
い
太
鼓

を
披
露
し
ま
し
た
。
秀
岳
館
高
校

の
雅
太
鼓
や
、
鹿
本
農
業
高
校
の

伝
統
芸
能
伝
承
部
の
踊
り
も
あ
り
、

や
う
ち
ブ
ラ
ザ
ー
ス
の
登
場
で
、

会
場
は
笑
い
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
基
本
的
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
「
く
ま
も
と

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
・
く
ま
モ
ン
来

園
」
が
、
水
俣
さ
く
ら
保
育
園
で
あ

り
ま
し
た
。
袋
校
区
連
携
の
活
動
と

し
て
、
み
ど
り
保
育
園
と
袋
小
１
年

生
、
袋
中
３
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

く
ま
モ
ン
が
登
場
す
る
と
み
ん
な

大
盛
り
上
が
り
。
○
×
ク
イ
ズ
で
は
、

「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
一
日
元
気

に
過
ご
せ
る
？
」
な
ど
の
質
問
に
子

ど
も
た
ち
は
元
気
良
く
答
え
て
い
ま

し
た
。
お
な
じ
み
の
「
く
ま
モ
ン
体

操
」
で
身
体
を
動
か
し
て
、
と
て
も

楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

2/3
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市役所の取り組みは星５つ★ 93点
環境ＩＳＯ・エコスター評価証授与

2/20

おもてなしで、みんなをしあわせに
お世話好き会がしあわせマイスターに

2/20

　

市
役
所
の
環
境
へ
の
取
り
組
み

を
市
民
が
監
査
す
る
「
環
境
Ｉ
Ｓ

Ｏ
市
民
監
査
」
が
２
月
13
日
に
行

わ
れ
、
監
査
委
員
が
そ
の
結
果
を

20
日
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
12
年
目
の
市
民
監
査
は

百
満
点
中
93
点
、
星
５
つ
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
監
査
委
員
か
ら
は
、

来
庁
者
へ
の
啓
発
も
含
め
た
節
電

表
示
の
推
進
や
、
緊
急
時
対
応
へ

の
工
夫
な
ど
21
項
目
の
提
言
と
18

項
目
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

監
査
結
果
は
市
役
所
の
取
り
組

み
に
反
映
さ
せ
、
環
境
モ
デ
ル
都

市
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　

水
俣
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や

場
所
で
活
躍
し
て
い
る
「
お
世
話
好

き
会
」の
皆
さ
ん
が
、熊
本
県
の「
し

あ
わ
せ
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
選
ば
れ
ま

し
た
。し
あ
わ
せ
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
、

幸
せ
と
笑
顔
を
つ
く
り
出
す
「
幸
せ

の
達
人
」
の
こ
と
で
、
周
囲
の
推

薦
を
受
け
て
県
が
選
出
し
ま
し
た
。

同
会
は
２
月
20
日
、
市
役
所
で
西

田
市
長
に
選
出
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

お
世
話
好
き
会
は
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
の
振
る
舞
い
や
新
水
俣
駅
で
の

ひ
な
飾
り
設
置
な
ど
、
気
さ
く
で

元
気
な
お
も
て
な
し
で
た
く
さ
ん
の

人
を
笑
顔
に
し
て
い
ま
す
。

手すきの和紙が、わし好きです
袋小・卒業証書の紙すき

2/10

　

袋
小
学
校
６
年
生
が
、
自
身
の

卒
業
証
書
に
使
う
和
紙
作
り
を
体

験
し
ま
し
た
。
事
前
に
原
料
と
な

る
コ
ウ
ゾ
を
久
木
野
地
区
か
ら
切

り
出
し
て
皮
む
き
。
今
回
、
袋
の

金
刺
潤
平
さ
ん
の
和
紙
工
房
で
紙

を
す
き
ま
し
た
。
児
童
ひ
と
り
ひ

と
り
が
、
コ
ウ
ゾ
の
繊
維
を
溶
か

し
た
舟
の
中
で
校
章
の
す
か
し
が

入
る
よ
う
作
ら
れ
た
簀す
げ
た桁
を
揺
ら

し
て
慎
重
に
作
業
し
ま
し
た
。

　

こ
の
和
紙
作
り
は
、
日
本
の
伝

統
文
化
を
体
験
し
、
自
然
環
境
を

守
る
心
を
育
む
た
め
約
16
年
前
か

ら
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

プロが高校生に自炊のコツを伝授
飲食業同業組合・自炊応援料理教室

2/8
走ったあとは、しし鍋でほっこり
第21回 久木野しし鍋マラソン大会

2/8

　

水
俣
市
飲
食
業
同
業
組
合
（
紙

漉
昭
夫
組
合
長
）
が
、
自
炊
応
援

料
理
教
室
を
も
や
い
館
で
開
き
ま
し

た
。
進
学
や
就
職
で
一
人
暮
ら
し
を

始
め
る
高
校
生
に
、
手
軽
に
で
き

る
自
炊
の
コ
ツ
を
伝
授
し
応
援
し
よ

う
と
初
め
て
企
画
。
今
春
卒
業
の

水
高
生
な
ど
８
人
に
、
飲
食
店
経

営
者
な
ど
５
人
が
指
導
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
米
の
炊
き
方
や
み

そ
汁
の
作
り
方
な
ど
の
基
本
を
中

心
に
、
野
菜
炒
め
や
焼
き
鳥
の
缶

詰
を
利
用
し
た
親
子
丼
な
ど
、
簡

単
な
ア
イ
デ
ア
で
お
い
し
く
調
理
す

る
コ
ツ
を
学
び
ま
し
た
。

　

第
21
回
久
木
野
し
し
鍋
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
愛
林
館
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
参
加
し

た
４
８
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
雨

の
中
を
３
キ
ロ
、
５
キ
ロ
、
10
キ

ロ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
健
脚
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
表
彰
は
、
距

離
や
年
齢
、
性
別
で
39
種
目
の
３

位
ま
で
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
後
は
、
久
木
野
産

の
米
と
大
豆
を
使
用
し
た
自
家
製

の
味
噌
と
地
元
産
の
野
菜
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
「
し
し
鍋
」
や
、

棚
田
米
の
ご
飯
な
ど
を
お
い
し
そ

う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲メガネのカワタ「補聴器でより快適に」講座の様子（2/22）

▲協定を結んだ慶應義塾大学の村井純・環境情報学部長（右）

お店の人が教えて、ファンづくり
得する街のゼミナール「まちゼミ」

2/22

　

市
内
商
店
主
な
ど
で
つ
く
る
ま

ち
ゼ
ミ
実
行
委
員
会
が
「
得
す
る

街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、き
れ
い
・
健
康
・

つ
く
る
・
ま
な
ぶ
・
た
べ
る
の
５

種
類
に
分
か
れ
、
参
加
店
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
全
25
講

座
。
プ
ロ
が
専
門
知
識
を
無
料
で

教
え
る
少
人
数
制
ゼ
ミ
で
、
お
店

か
ら
の
販
売
や
勧
誘
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
※
一
部
、
材
料
代
が
必

要
な
講
座
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
広
報
み
な
ま
た
２
月

１
日
号
23
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。【
３
月
23
日
ま
で
開
催
】

未来思考のまちづくりを推進
国水研と市が包括連携協定を締結

2/18
教育・研究やまちづくりでも協力
慶應大と市が連携協力協定を締結

　

市
と
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
が
、
市
役
所
で
包
括
連
携
協
定

を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
が
平

成
28
年
度
に
開
設
を
目
指
す
産
学
官

民
連
携
拠
点
「
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ

ー
機
構
」
（
仮
称
）
の
、
知
を
集
め

て
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ひ
と
つ

を
担
う
も
の
で
す
。

　

国
水
研
は
昨
年
度
、
地
域
戦
略

研
究
室
を
設
置
。
地
域
再
生
・
振

興
の
研
究
を
よ
り
深
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、
未
来
思

考
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
シ

ン
ク
タ
ン
ク
的
な
役
割
の
中
心
と

し
て
連
携
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
と
慶
應
義
塾
大
学
（
総
合
政
策
学

部
・
環
境
情
報
学
部
・
大
学
院
政
策

メ
デ
ィ
ア
研
究
科
）
が
、
市
役
所
で
連

携
協
力
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
が
平
成
28
年
度
に
開
設
を
目
指
す
産

学
官
民
連
携
拠
点
「
水
俣
環
境
ア
カ
デ

ミ
ー
機
構
」
（
仮
称
）
の
、
知
を
集
め

て
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ひ
と
つ
を

担
う
も
の
で
す
。

　

同
大
学
は
こ
れ
ま
で
も
水
俣
を
フ

ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
て
、
こ
の
協
定
に
よ

り
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
な
ど
、

さ
ら
に
広
範
囲
で
長
期
的
な
協
力
関

係
が
築
か
れ
ま
す
。

2/23

▲協定を結んだ国立水俣病総合研究センターの野田広・所長（右）



４
月
は
統
一
地
方
選
挙
で
す

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う

◆
県
議
会
議
員
選
挙

■
告
示
日　

４
月
３
日
㈮

■
投
票
日　

４
月
12
日
㈰

◆
市
議
会
議
員
選
挙

■
告
示
日　

４
月
19
日
㈰

■
投
票
日　

４
月
26
日
㈰

★
市
議
会
議
員
立
候
補
予
定
者
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

３
月
20
日
㈮　

13
時
30

分
〜

■
場
所　

市
役
所
秋
葉
３
階
会
議

室■
内
容　

立
候
補
届
け
出
要
領
、

選
挙
運
動
、
政
治
活
動
、
事
務
日

程
な
ど

■
出
席
人
数　

立
候
補
予
定
者
１

人
に
つ
き
３
人
以
内
（
立
候
補
予

定
者
、
総
括
主
宰
予
定
者
、
出
納

責
任
予
定
者
な
ど
）

※
資
料
の
準
備
の
都
合
上
、
出
席

人
数
を
３
月
17
日
㈫
ま
で
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
６
１
・
１
６
４
１

選
挙
人
名
簿
の
新
規
登
録

内
容
が
縦
覧
で
き
ま
す

　

平
成
27
年
３
月
１
日
現
在
で

選
挙
人
名
簿
に
新
規
登
録
し
た

人
の
氏
名
な
ど
を
記
載
し
た
書

面
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
の
年
４
回
と

選
挙
が
あ
る
と
き
に
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
新
規
に
登
録
さ
れ
た

の
は
、
次
に
当
て
は
ま
る
人
で

す
。

①
前
回
登
録
後
３
月
１
日
ま
で
に

　

20
歳
に
な
っ
た
人
（
平
成
６
年

　

12
月
３
日
か
ら
平
成
７
年
３
月

　

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

②
転
入
届
を
し
て
、
引
き
続
き
３

　

カ
月
以
上
水
俣
市
に
住
所
が
あ

　

る
人
、
ま
た
は
前
回
登
録
後
12

　

月
１
日
ま
で
に
住
民
票
が
作
成

　

さ
れ
た
人

■
縦
覧
期
間　

３
月
３
日
㈫
〜
７

日
㈯　

８
時
30
分
〜
17
時

■
縦
覧
場
所　

市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
土
曜
日
は
市
役
所
１

階
当
直
室
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
６
１
・
１
６
４
１

　

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し

ま
す

　

も
の
忘
れ
な
ど
、認
知
症
に
よ

る
症
状
に
つ
い
て
不
安
を
抱
え
る

人
や
家
族
に
対
し
、認
知
症
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
で
き
る
よ

う
、認
知
症
専
門
医
の
協
力
に
よ

り
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
従
事
者
に
は
、認
知
症
専
門
医

療
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
、

助
言
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、完
全
予

約
制
で
す
。電
話
な
ど
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。担
当
者
が
相
談
内

容
を
確
認
し
ま
す
。希
望
者
が
多

い
場
合
は
調
整
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
19
日
㈭　

14
時
〜

16
時

■
場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

も
の
忘
れ
な
ど
が
心
配

な
人
や
家
族
、医
療
機
関
や
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

※
す
で
に
、認
知
症
の
治
療
を
受

け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医　

佐
藤
ク

リ
ニ
ッ
ク　

佐
藤
宏 

院
長

■
予
約
締
切
日　

３
月
16
日
㈪

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
高

齢
課
☎
６
３
・
３
０
５
１

水
俣
市
男
女
共
同
参
画
審

議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

広
く
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
、「
水

俣
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委

員
」
を
公
募
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数　

１
人

■
要
件　

水
俣
市
に
住
所
を
有
す

る
20
歳
以
上
の
人

■
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜

平
成
29
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

■
審
議
会
の
事
務　

男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
係
る
重
要
事
項
の
審

議
な
ど（
年
２
回
程
度
開
催
予
定
）

■
報
酬　

日
額
４
５
０
０
円

■
募
集
期
間　

３
月
９
日
㈪
〜
20

日
㈮
（
郵
送
は
、当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法　

企
画
課
に
備
え
付
け

の
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

☎
６
１
・
１
６
０
６

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.

city.m
inam

ata.lg.jp/

市役所から
お知らせです

税税

平
成
27
年
度
「
市
営
住
宅
な
ど

空
き
家
待
ち
」
入
居
希
望
者
募
集

　

市
営
住
宅
と
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
の
空
き
家
待
ち
入
居
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。
申
し
込
み
締
め
切

り
後
に
抽
選
会
を
行
い
、
紹
介
順

位
を
決
定
し
ま
す
。
４
月
１
日
以

降
、
空
家
が
生
じ
た
場
合
に
、
順

次
紹
介
し
ま
す
。

★ 

市
営
住
宅

　

洗
切
・
白
浜
・
外
平
・
猿
郷
・

　

初
野
・
西
ノ
浦
・
久
木
野
・

　

亀
首
・
月
浦
団
地

■
資
格

①
入
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
全
員

　

の
合
算
所
得
が
基
準
内
で
あ
る

　

こ
と

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

③
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
入
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
全
員

　

が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

★ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

月
浦
団
地

■
資
格

①
入
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
全
員

　

の
合
算
所
得
が
基
準
内
で
あ
る

　

こ
と

②
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を

　

必
要
と
し
て
い
る
こ
と

③
現
在
同
居
し
、
ま
た
は
、
同
居
し

　

よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

④
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
入
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
全
員

　

が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

★ 

共
通
事
項

■
受
付
期
間　

３
月
16
日
㈪
〜
24

日
㈫　

９
時
〜
17
時
ま
で
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

■
受
付
場
所　

市
役
所
秋
葉
２
階

※
３
月
23
日
㈪
と
24
日
㈫
は
市
役

所
都
市
政
策
課
で
受
け
付
け

■
抽
選
日　

３
月
30
日
㈪　

13
時

30
分
〜

■
抽
選
場
所　

市
役
所
秋
葉
３
階

■
問
い
合
わ
せ　

都
市
政
策
課
☎

６
１
・
１
６
２
１

３
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す

　

子
ど
も
の
予
防
接
種
に
対
す
る

関
心
を
高
め
、
接
種
率
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、予
防
接
種
の
勧
奨
、

啓
発
を
行
う
期
間
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
母
子

健
康
手
帳
を
確
認
し
、
受
け
て
い

な
い
も
の
が
あ
っ
た
場
合
は
、
早

め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
医
療

機
関
に
電
話
で
予
約
し
て
、
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー 

☎
６
２
・
３
０
２
８

第
１
回
水
俣
市
差
し
押
さ
え

動
産
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
の
一
つ

で
あ
る
差
し
押
さ
え
物
品
の
「
公

売
」
を
、
水
俣
市
で
初
め
て
開
催

し
ま
す
。

　

入
札
に
よ
り
、
滞
納
者
か
ら
差

し
押
さ
え
た
総
数
約
１
０
０
点
の

物
品
を
公
売
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
29
日
㈰　

９
時
〜

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
ホ
ー
ル

■
持
参
品　

○
購
入
代
金

○
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人
確
認

　

で
き
る
も
の

○
委
任
状
（
代
理
入
札
の
場
合
）

○
法
人
の
場
合
の
み
、
代
表
者
印

※
持
参
品
に
不
備
が
あ
る
人
、
未

成
年
者
は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ

ん
。

★
水
俣
市
で
は
、
今
後
も
滞
納
処

分
を
強
化
し
、
滞
納
税
な
ど
の
圧

縮
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
納
期
内

の
納
税
に
ご
協
力
を
！ 

便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
６
１
・

１
６
３
０

防災行政無線の内容が聞き取れないときは、
☎６２-６２２２で内容確認できます（火災は☎６３-６６６６）

相
談
相
談
相
談

nformationＩ

健
康
健
康
健
康

選
挙
選
挙
選
挙

医療機関名 電話番号
四種混合
三種混合
二種混合

不活化
ポリオ

麻しん
風しん
混合

日本
脳炎 ヒブ 肺炎

球菌 ＢＣＧ 水痘

てらさきクリニック 63-1200 ○ ○ ○ ○ ○ ○
谷山医院 63-2557 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
深水医院 63-6390 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
本田レディースクリニック（ネット予約可） 63-2019 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市川内科クリニック 62-0707 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宮竹小児科医院 69-3501 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
たなか耳鼻科・眼科クリニック 62-8777 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市立総合医療センター 63-2101 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山田クリニック 63-5188 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

医
療
機
関
・
接
種
可
能
種
類

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男み

ん

女な

住
宅
住
宅
住
宅
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火
の
用
心
！ 

３
月
１
日
〜
７
日
は

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
お
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
火
の
始
末
や
、
取
り
扱
い

に
注
意
し
、
火
の
用
心
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

３
月
１
日
㈰
〜
７
日
㈯

■
ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
も
う
い
い
か

い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ

だ
よ
」

【
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
】

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

■
３
つ
の
習
慣

▼
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
４
つ
の
対
策

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▼
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

　

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　

設
置
す
る
。

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
芦
北
広

域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
☎

６
３
・
１
１
９
１

林
業
に
お
け
る
死
亡
労
働

災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す

　

平
成
26
年
次
の
「
林
業
に
お
け

る
死
亡
労
働
災
害
」
が
、
熊
本
県

内
で
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
熊
本
県
に
「
林
業
死
亡
労
働

災
害
多
発
警
報
」が
発
令
中
で
す
。

■
警
報
発
令
期
間　

平
成
26
年
12

月
22
日
〜
平
成
27
年
３
月
21
日

★
労
働
災
害
の
防
止
の
た
め
に
！

○
事
業
主
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー

　

ル
を
実
施
す
る

○
作
業
者
は
安
全
な
作
業
手
順
を

　

順
守
す
る

○
作
業
に
お
け
る
危
険
箇
所
を
把

　

握
し
て
お
く

○
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
保
護
具
を

　

着
用
す
る

○
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈
り
払
い
機
、

　

重
機
な
ど
の
点
検
整
備
を
行
う

■
問
い
合
わ
せ　

芦
北
地
域
振
興

局
林
務
課 

☎
８
２
・
２
５
２
４

市役所から
お知らせです

　　　　　　国際交流って、結構腰や
　　　　　　腕が疲れるもんだ。
　　　　　　初めて日本で秋を迎える
　　　　　　ときだった。近所のおじ
　　　　　　いちゃんに「タケノコを掘
　　　　　　ったことある？」と尋ねら
　　　　　　れた。「食べたことはある
けど、掘ったことは…」「家に竹林があ
るけんが、土曜日家でタケノコ堀りをや
ってみないか？ 日本の文化を体験できる
貴重な経験になるよ」

「ありがとう！ ぜひさせてください！」
住民との交流！ 日本の文化！ これはま
さに新人のALTが望む国際交流ではな
いか。近所の人と仲良くなるチャンスに
感謝し、わくわくしながら向かった。
竹林に案内され、掘り方を教えてもらい、
鍬を渡された。１本堀り出すと、おじい
ちゃんが「よーし。じゃ、次はもうちょ
っと深く回りを掘ってから出してごらん」。
１人でまた１本掘り、さらに１本…。数
十本を掘ったところで顔を上げると、私
が掘る無料のタケノコを待っているおば
あちゃんや、外国人がタケノコを掘って
いる珍しい姿を見にきたおじいちゃんが、
行列をつくっていた。安い労働力として
利用されている気分になったが、「これ
は国際交流。このために日本の田舎に
来たんだよ」と自分に言い聞かせながら
掘り続けた。
翌年の２月。ある小学校で、目がきらき
らの小学１年生たちが「土曜日は予定
ないの？ 私たち餅つきをして、家族や地
域の人に餅をあげるの」と言いにきた。

そばにいた先生が「いいですね、エリッ
ク先生！ 国際交流ができるし。餅つき
は日本の文化なのよ！」と促してきた。
当日、餅つきに行ってみると、子どもた
ちが交替で危なっかしく餅をつき、ママ
たちは記念写真をパシャパシャ撮ってい
た。僕の順番がくると、みんなは「頑張
れ！」と励ましてくれたが、一生懸命つ
いている隙に姿を消し、気づいたら僕と
知らないおじいちゃんだけで、残りの餅
を全部ついた。
毎年国際交流の下で、田植えや餅つき、
タケノコ掘りなどの重労働をしている外
国人がいる。しかし、おかげでタマネギ
植えや稲刈りが上手になった僕は、一
緒に汗を流した後うまい物を食べること
は、文化の違いも言葉の違いも超えら
れる最高の国際交流かもしれないと思う
ようになった。
ということで、体が丈夫な皆さん！ 国際
交流イベントの参加を常時募集していま
すので、さまざまな体験を一緒に楽しみ
ましょう。

大漁
大漁

CIR国際交流員
エリックスミスの

エリック丸の
水俣航海記
ーVol.19ー

消
防
消
防
消
防

林
業
林
業
林
業
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市
民
手
づ
く
り
の

「
実
生
の
森
」で
木
の
お
世
話

　

エ
コ
パ
ー
ク
に
遊
び
に
行
っ
た
ら
、

森
の
一
角
に「
実
生
の
森
」っ
て
書
か
れ

た
カ
ラ
フ
ル
な
顔
出
し
看
板
を
発

見
！　

手
づ
く
り
の
も
の
み
た
い
だ

け
ど
、何
だ
ろ
う
？

　
　
　
　

市
民
手
づ
く
り
の
森
づ
く
り

　
　
　
　

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
ね
♪

★
実
生
の
森
づ
く
り
一
斉
行
動
★

　

３
月
22
日
㈰
の
９
時
に
、エ
コ
パ
ー

ク
水
俣
実
生
の
森
駐
車
場
に
集
合
！

　

樹
木
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
づ
く
り

や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。参
加
者
に
は
、豚
汁
な
ど
の

振
る
舞
い
も
あ
る
よ
。３
月
18
日
㈬

ま
で
に
、電
話
で
申
し
込
ん
で
ね
♪

※チャリぞ～は「環境のまちづくり」
   　のイメージキャラクターです。⑮

チヤ
リ
ぞ
〜
の

み
な
ま
た
探
検

 昔、魚湧く豊かな海と呼ばれた場
所は、公害防止事業により埋め立て
られました。そこを新たな生命が産
み出される場、水俣の環境再生の
シンボルにしようと、市民によって
実生の森が造られました。
　水俣の照葉樹林で種を拾い集め
て埋立地（エコパーク）にまいたり、
樹木の苗を植樹したりして1.4ha
の森をつくりました。樹木が大きく
なるまでは、水やりや草刈りなどの
労力がかかり、たくさんのボランテ
ィアに支えてもらいました。樹木が
大きくなった今では、あまり手をか
ける必要はありませんが、実生の森
づくりの理念や活動を伝え、多くの
人に実生の森を訪れて活用しても
らえるようにしていきたいと思って
います。気の長い活動ですが、後世
の人たちのために、生命育む豊か
な森をつくれたらと願っています。

金刺 潤平 さん
実生の森 実行委員長

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
モ
デ
ル

都
市
推
進
課
☎
６
１
・
１
６
１
２

「みなまた経済通信」は、地場企業をいろいろな支援制度で応援して紹介するコーナーです。

かなさし  じゅんぺい

経
済
を
支
え
る
地
場
企
業
の
元
気
は
、
水
俣
の
元
気
に

つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
は
少
し
視
点
を
変
え
、
将
来
、

水
俣
経
済
の
元
気
づ
く
り
を
担
う
、
３
月
卒
業
の
水
俣

高
校
生
の
就
職
事
情
を
紹
介
し
ま
す
。

み
し
ょ
う

     

地
元
に
就
職
し
た
い
水
俣
の
高
校
生

地
場
企
業
の
求
人
票
は
お
早
め
に

　

水
俣
高
校
が
平
成
24
年
度
に
水
俣

工
業
高
校
と
統
合
し
て
３
年
。今
春
、

新
生
水
俣
高
校
で
３
年
間
学
ん
だ
生

徒
た
ち
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。そ
こ

で
今
回
は
、水
高
で
就
職
を
担
当
す
る

機
械
科
の
皆
吉
先
生
に
、卒
業
生
の
就

職
事
情
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

●
生
徒
へ
の
思
い
が
求
人
へ
も
つ
な
が
る

　
　
　
　
　
　
　
「
今
年
、水
俣
高
校
を

　
　
　
　
　
　

卒
業
す
る
生
徒
の
数
は

　
　
　
　
　
　

２
１
２
人
。そ
の
う
ち

　
　
　
　
　
　

94
人
が
就
職
の
道
を
選

　
　
　
　
　
　

び
ま
し
た
。水
俣
高
校

に
届
い
た
求
人
票
か
ら
、生
徒
が
自
ら

就
職
希
望
先
を
決
め
て
受
験
し
ま
す
。

中
に
は
、自
分
で
受
験
先
を
見
つ
け
て

く
る
生
徒
も
い
ま
す
。生
徒
が
自
分
で

受
験
先
を
決
め
る
こ
と
で
、就
職
後
も

長
く
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。近
年
求
人
票
が
届
い
て
い
な
い
企

業
で
も
、生
徒
が
希
望
す
る
場
合
は
、

会
社
に
足
を
運
ん
で
求
人
票
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
」と
皆
吉
先
生
。生
徒
の
自

主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、支
え
る
べ

き
と
こ
ろ
は
支
え
る
。生
徒
の
将
来
を

思
い
や
る
先
生
た
ち
の
思
い
も
、就
職

の
実
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
か
い
も
あ
っ
て
か
、あ
る
大
手
企

業
か
ら
は
、多
く
の
受
験
者
の
中
で
も

水
高
生
は
特
に
優
秀
だ
っ
た
と
、お
礼

の
電
話
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

●
地
元
に
就
職
し
た
い
水
高
生
た
ち

　

求
人
票
は
８
月
の
決
断
時
期
ま
で
に

　

就
職
を
選
ん
だ
水
高
生
の
半
数
が

地
元
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
30
人
が
、地
元
で
仕
事
に
就

く
こ
と
で
き
ま
し
た
。水
高
で
は
毎
年

７
月
１
日
に
求
人
票
の
受
付
を
開
始

し
、８
月
に
は
生
徒
が
受
験
先
を
決
断

し
ま
す
。生
徒
は
自
分
が
や
り
た
い
仕

事
か
ど
う
か
で
受
験
先
を
決
め
る
傾

向
が
あ
る
よ
う
で
す
。求
人
票
は
８
月

に
間
に
合
う
よ
う
、早
め
に
提
出
し
た

方
が
、生
徒
の
選
択
肢
が
広
が
り
ま
す
。

　

水
高
で
は
、地
元
企
業
説
明
会
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
、地
元
へ

の
就
職
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。今
後
は
、地
元
企
業
を
も
っ

と
生
徒
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、先

生
た
ち
は
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
水
俣
の
将
来
を
担
う

地
元
指
向
の
生
徒
た
ち
が
、少
し
で
も

多
く
希
望
す
る
就
職
が
で
き
る
よ
う
、

市
も
積
極
的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

頑張ってます
水俣の企業!!

    み
な
ま
た

経
済
通
信

 

❻

   ■
問
い
合
わ
せ　

総
合
経
済
対
策
課

☎
６
１
・
１
６
２
８

▲ネイチャーゲームの様子

水俣高校・皆吉先生

実生の森と顔出し看板（昨年度の一斉行動で作成）
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不
要
に
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り

を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

水
俣
青
年
会
議
所
で
は
、毎
年

水
俣
の
春
の
風
物
詩
と
し
て
、水

俣
川
堤
防
沿
い
に
こ
い
の
ぼ
り
を

建
て
て
い
ま
す
。

　
「
こ
い
の
ぼ
り
を
建
て
た
い
け

ど
、建
て
る
場
所
や
建
て
る
時
間

が
な
い
…
」と
悩
ん
で
い
る
人
、不

要
に
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
が
あ
る

人
は
、ぜ
ひ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

譲
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
い
の
ぼ

り
は
、こ
ち
ら
か
ら
取
り
に
伺
い

ま
す
。

★
こ
い
の
ぼ
り
の
名
旗
に
子
ど

も
の
名
前
を
載
せ
ま
せ
ん
か

　

今
年
は
、水
俣
青
年
会
議
所
が

こ
い
の
ぼ
り
を
建
て
始
め
て
か
ら

40
周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

水
俣
に
住
む
子
ど
も
た
ち
の
元
気

で
健
や
か
な
成
長
を
願
う
場
と
し

て
、名
旗
を
用
意
し
ま
す
。

　

名
旗
に
我
が
子
の
名
前
を
載
せ

て
、元
気
で
健
や
か
な
成
長
を
願

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

名
旗
は
、水

俣
川
堤
防
沿
い
の
こ
い
の
ぼ
り
と

一
緒
に
建
て
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象　

原
則
、
水
俣
市
内
に
住

ん
で
い
る
、
平
成
25
年
４
月
１
日

〜
平
成
27
年
３
月
22
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
ど
も

■
問
い
合
わ
せ　
（
一
社
）
水
俣

青
年
会
議
所
☎
６
２
・
２
８
９
０

（
月
・
水
・
金
の
10
時
〜
13
時
）

／
担
当
・
松
本
☎
０
８
０
・
２
０

０
８
・
５
２
６
６

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
募
集
・
体
験
談
＆
説
明
会

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」、「
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
春
募
集

を
、４
月
１
日
㈬
〜
５
月
11
日
㈪

の
期
間
で
実
施
し
ま
す
。　

　

こ
の
募
集
期
間
に
合
わ
せ
、九

州
各
地
で
事
業
概
要
な
ど
の「
体

験
談
＆
説
明
会
」を
開
催
し
ま
す
。

興
味
が
あ
る
人
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
九
州
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班
☎

０
９
３
・
６
７
１
・
８
３
４
９

メ
ー
ル jicakicp

-jp
cvq
c@

jica.go.jp
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp://w
w
w
.

jica.go.jp/

◎税務課
　市民税係☎ 61ー1610
　収納対策室☎ 61ー1630
　固定資産税係☎ 61ー1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61ー1611
　年金医療保険係☎ 61ー1633
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61ー1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61ー1670
　福祉推進室（障がい者支援）☎ 61ー1650
                           （子育て支援）☎ 61-1660
◎環境モデル都市推進課
　環境モデル都市推進室☎ 61-1612
　環境衛生係☎ 61ー1613
　環境クリーンセンター☎ 62ー 4101
◎健康高齢課☎ 63ー3202
◎都市政策課建築住宅係☎ 61ー1621
◎土木課道路維持係☎ 61-1625
◎下水道課☎ 61-1627
◎水道局☎ 63-2604
◎教育総務課☎ 61-1637

※その他の窓口は☎ 63-1111へ
　お尋ねください

暮
ら
し
の

　

  
情
報

シ
ニ
ア
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で

一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か

　

初
心
者
で
55
歳
以
上
の
人
、
パ

ソ
コ
ン
を
勉
強
し
な
が
ら
友
達
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

■
開
講
日
時　

毎
週
火
曜
日　

19

時
〜
21
時

■
場
所　

市
公
民
館

■
募
集
人
数　

10
人
程
度
（
面
接

に
よ
り
決
定
）

■
参
加
料　

年
会
費
２
千
円
＋
授

業
参
加
ご
と
に
２
０
０
円

■
締
切
日　

３
月
15
日
㈰

■
面
接　

３
月
17
日
㈫　

19
時
〜

　

市
公
民
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

Ｋ
Ｓ
Ｎ

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
水
俣
支
部
・
山
内

☎
０
９
０
・
１
４
４
９
・
７
２
１
３

葛
渡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

野
球
部
の
部
員
を
募
集
！

　
「
葛
渡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球

部
」
は
３
年
前
、
学
校
部
活
動
か

ら
社
会
体
育
に
移
行
し
た
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
で
す
。
部
員
が
減
少
し
て

い
く
中
で
、
野
球
を
し
た
い
子
ど

も
た
ち
の
思
い
を
尊
重
し
た
い
と
、

発
足
し
ま
し
た
。

　

野
球
が
で
き
る
環
境
に
感
謝
し
、

地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
小
学

２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
14
人

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

野
球
の
技
術
や
試
合
に
勝
つ
こ

と
だ
け
で
な
く
、「
礼
儀
」「
あ
い

さ
つ
」「
感
謝
」
な
ど
を
、
野
球

を
通
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
野
球

を
し
な
が
ら
、
学
校
で
は
学
ぶ
こ

と
の
で
き
な
い
こ
と
を
一
緒
に
学

び
ま
せ
ん
か
？

■
入
部
資
格　

水
俣
市
・
芦
北
郡

に
住
む
小
学
１
〜
６
年
生

■
練
習
日　

○
火
・
木
・
金
曜
日　

16
時
〜
18

　

時
○
土
・
日
曜
日
、
祝
日　

９
時
〜

　

17
時

※
時
間
は
季
節
ご
と
に
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
公
式

戦
や
練
習
試
合
が
あ
り
ま
す
。

■
主
な
練
習
場
所　

葛
渡
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

葛
渡
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
・
寺
師
☎

０
９
０
・
２
３
９
９
・
９
８
６
６

■思い出をデジタル化して永久保存する本
■こだわらない練習「それ、どうでもいい」という過ごしかた／小池龍之介
■捏

ねつぞう
造の科学者／須田桃子

■舌を、見る、動かす、食べるで健康になる！／平地治美
■ cafe 中野屋のうどんレシピ
■高倉健孤高の生涯／嶋崎信房
■透明カメレオン／道尾秀介
■悲嘆の門／宮部みゆき
■ウルトラマンをつくったひとたち／いいづかさだお
■おばあちゃんのひなちらし／野村たかあき

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内 ３月特設コーナー ■
「 いきいき♪ シニアライフ！ 」

最近は、老いを正面から受け止めつつ、前向きにしな
やかに年齢を重ねるステキな高齢者がいっぱい！ さまざ
まな世代の人に手にとってほしい、心身ともに健やかに
過ごすための本や、「終活」についての本を紹介します。

　  みな図書川柳
　　上のそら 頭の中は ミステリー 
 　　　詠

よ

み人
びと

  山根悠也 さん  （26 歳・桜井町）

近人気の本！最

  開館：火曜日～金曜日 ９時～ 19時 （土日祝日は17時まで）

図書館
に

いるよ！

みな図書　日本一の読書のまちづくり

　　図書館イベント 
　3/14 ㈯  10:30 ～おはなし会  13:30 ～童話教室
　3/28 ㈯  11:00 ～おはなし会

「自分の嫌いなことも含めて、好きになる」
イチローが全盛期だった頃にもかかわらず、
あえてダメなところがまとめられた本。情報社
会の中では、情報だけで物事の善しあしや人
の印象までうのみにしてしまいがち。物事で
も人でも、良いところと悪いところの両方をみ
ることで本当のことがわかる。この本と出会
い、多くの視点を持つことや、自分とは違う
見方・意見も認めることが大切だと気づいた。図書館にもあります！

黒田 直幸 さん（自衛隊募集広報官）
三度の飯より「 野球と子どもが好き 」

オススメ本

「イチローのタブー」
（データハウス）著／野球理論研究委員会

in 自衛隊
　 水俣地域事務所

オススメオススメオススメ

募  集

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

初
心
者

の
た
め
の
か
ぎ
編
み
教
室

　

一
か
ら
か
ぎ
編
み
を
習
い
た
い

人
、本
を
買
っ
た
け
れ
ど
理
解
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
人
の
た
め
の

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

編
み
物
は
、手
先
を
動
か
し
た

り
、編
み
目
を
数
え
た
り
す
る
た

め
、脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な

り
ま
す
。参
加
者
同
士
で
会
話
を

し
な
が
ら
、楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
14
日
㈯　

14
時
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

３
０
０
円（
毛
糸
、か

ぎ
針
代
）

■
定
員　

15
人
程
度（
要
申
込
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
８
４
・
９
９
０
９

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
「
し
い
た
け

駒
打
ち
」
＆
「
恋
路
島
探
検
」

★
し
い
た
け
駒
打
ち
体
験
会

　

駒
打
ち
体
験
原
木
を
２
本
、
持

ち
帰
れ
ま
す
。

■
日
時　

３
月
14
日
㈯　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
ふ
る

さ
と
広
場

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
服
装
・
持
参
品　

汚
れ
て
も
よ

い
服
装
、
軍
手

■
申
込
締
切
日　

３
月
12
日
㈭

★
恋
路
島
探
検

■
日
時　

３
月
29
日
㈰　

10
時
〜

14
時
終
了
予
定
（
荒
天
中
止
）

※
９
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
を
開

始
し
、
受
け
付
け
順
に
島
に
渡
り

ま
す
。

■
集
合
場
所　

環
境
セ
ン
タ
ー
下

駐
車
場　

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
料　

無
料

■
服
装
・
持
参
品　

長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
帽
子
、
軍
手
、
弁
当
、
水

筒■
申
込
締
切
日　

３
月
26
日
㈭

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

エ
コ
パ

ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
☎
・
FAX

６
２
・
７
５
０
１ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
m
inam

ata-kouen.com

第
８
回「
コ
ス
モ
ス
会
」

絵
画
作
品
展

　

絵
画
グ
ル
ー
プ「
コ
ス
モ
ス
会
」

に
よ
る
作
品
展
で
す
。バ
ラ
園
や

水
俣
近
郊
の
風
景
な
ど
の
油
彩
、

水
彩
画
を
展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

３
月
13
日
㈮
〜
15
日
㈰

■
時
間　

10
時
〜
17
時

■
場
所　

も
や
い
館
２
階

■
問
い
合
わ
せ　

宮
本
☎
６
３
・
１

７
９
２

光
陽
会
写
真
展
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　

光
陽
会
会
員
の
写
真
を
展
示
し

ま
す
。皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
期
間　

３
月
13
日
㈮
〜
15
日
㈰

■
時
間　

９
時
〜
17
時

　

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

■
場
所　

も
や
い
館
２
階

■
問
い
合
わ
せ　

斉
藤
☎
６
２
・
１

５
５
４

も
や
い
館
「
ス
プ
リ
ン
グ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催
♪

　

も
や
い
館
で
開
講
し
て
い
る
教

室
の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

絵
画
、
写
真
、
陶
芸
な
ど
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

３
月
13
日
㈮
〜
15
日
㈰

■
時
間　

10
時
〜
17
時

■
場
所　

も
や
い
館

■
問
い
合
わ
せ　

も
や
い
館
☎
６

２
・
３
１
２
０

カ
キ
小
屋
も
あ
り
ま
す
♪

第
４
回
水
俣
漁
師
市
！

　

水
俣
の
漁
師
が
捕
っ
た
新
鮮
な

魚
を
、漁
師
自
ら
販
売
し
ま
す
！

　

昨
年
12
月
か
ら
月
１
回
開
催
し
、

大
変
好
評
で
す
。カ
キ
小
屋
は
今

回
で
終
了
す
る
の
で
、こ
の
機
会

を
お
見
逃
し
な
く
♪

■
日
時　

３
月
14
日
㈯　

９
時
30

分
〜　

※
小
雨
決
行

■
場
所　

丸
島
新
港

■
販
売
内
容　

活
魚
、鮮
魚
、し
ら

す
、あ
お
さ
、カ
キ
、ヒ
オ
ウ
ギ
貝
、

ナ
マ
コ 

な
ど

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
で
す
。お

早
め
に
！

※
天
候
に
よ
り
入
荷
し
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
漁
業
協

同
組
合
☎
６
３
・
３
３
５
５

湯
の
鶴
温
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　

改
修
工
事
を
行
っ
て
い
た
湯
の

鶴
温
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
た
る
の

湯
は
、３
月
14
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

当
日
は
、記
念
式
典
と
内
覧
会

を
行
い
ま
す
。地
域
に
よ
る
湯
出

七
滝
太
鼓
や
湯
の
鶴
音
頭
の
披
露
、

紅
白
餅
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
！

■
期
日　

３
月
14
日
㈯

■
時
間　

記
念
式
典
／
10
時
〜
、

営
業
開
始
／
12
時
〜

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
振
興

課
☎
６
１
・
１
６
２
９

「
や
ね
だ
ん
」
豊
重
哲
郎
さ
ん

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
に
あ
る
、
人

口
３
０
０
人
、
高
齢
化
率
４
割
を

超
え
る
柳
谷
地
区
、
通
称
「
や
ね

だ
ん
」。
行
政
に
頼
ら
な
い
地
域

再
生
に
よ
る
取
り
組
み
や
、「
故

郷
創
生
塾
」
に
よ
る
地
域
リ
ー
ダ

ー
養
成
を
手
掛
け
る
、
公
民
館
長

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
参
加
を
希

望
す
る
人
は
、
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
14
日
㈯　

14
時
〜

15
時
30
分

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
ホ
ー
ル

■
内
容　
「
感
動
の
地
域
づ
く
り

〜
や
ね
だ
ん
の
事
例
か
ら
〜
」

■
講
師　

柳
谷
地
区
公
民
館
長　

豊
重
哲
郎
さ
ん

■
申
込
締
切
日　

３
月
11
日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
・

芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
☎
８

２
・
５
５
７
２

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
審
判
講
習
・

新
年
度
登
録
＆
ク
ラ
ス
別
選
手
権

★
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
審
判
員
更
新
講

習
会

■
日
時　

３
月
15
日
㈰　

９
時
〜

15
時

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
１
階

会
議
室
（
午
後
は
実
技
）

■
対
象　

平
成
26
年
度
に
審
判
登

録
し
、
平
成
27
年
度
に
登
録
の
更

新
を
希
望
す
る
人

★
平
成
27
年
度
チ
ー
ム
登
録
＆
春

季
ク
ラ
ス
別
選
手
権
大
会

■
登
録
・
参
加
資
格　

選
手
25
人

以
内
で
構
成
す
る
、水
俣
市
お
よ

び
津
奈
木
町
に
本
拠
を
定
め
る
チ

ー
ム　

■
大
会
期
間　

３
月
30
日
㈪
〜
４

月
17
日
㈮

■
申
込
締
切
日
時　

３
月
13
日
㈮

　

18
時

■
代
表
者
会
議
・
抽
選
会　

３
月

24
日
㈫　

19
時
〜　

市
立
総
合
体

育
館
１
階
会
議
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
・
米
澤
☎
０
９
０
・

８
６
６
８
・
３
６
６
２

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
公
開

講
座「
第
25
回
肝
臓
病
教
室
」

　

肝
臓
病
の
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
ま
せ
ん
か
？ 

肝
臓
病
で
悩

ん
で
い
る
人
、
肝
臓
病
に
関
心
の

あ
る
人
、
一
緒
に
勉
強
し
て
予
防

や
治
療
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
準
備
の
都
合
上
、

で
き
る
だ
け
事
前
の
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
20
日
㈮　

14
時
〜

15
時
30
分

■
場
所　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
西
館
６
階
大
講
義
室

■
参
加
料　

２
０
０
円（
資
料
代
）

■
内
容

①
講
演
「
肝
臓
病
に
つ
い
て
」　

　

消
化
器
内
科 

渡
名
喜
銀
河 

医

　

師
②
講
話
「
薬
に
つ
い
て
」

　

野
田
佳
江 

薬
剤
師

③
講
話
「
食
事
に
つ
い
て
」

　

川
崎
愛
弓 

管
理
栄
養
士

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養
科
☎
６
３
・

２
１
０
１

徳
富
蘇
峰
特
別
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

　

水
俣
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
郷
土

の
偉
人
・
徳
富
蘇
峰
。
そ
の
人
生

や
人
と
な
り
、
足
跡
、
偉
業
を
学

び
、
市
民
の
誇
り
と
し
て
後
世
に

語
り
つ
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

３
月
15
日
㈰　

13
時
30

分
〜
15
時
10
分

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
ホ
ー
ル

■
演
題　
「
蘇
峰
は
自
分
の
人
生

を
ど
う
語
っ
た
か
」

■
講
師　

同
志
社
大
学 

伊
藤
彌

彦 

名
誉
教
授

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学

習
課
☎
６
１
・
１
６
３
９

催  し

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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ひ
と
り
親
家
庭
の
面
会
交
流

を
支
援
し
ま
す

　

県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支

援
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
離
婚
ま

た
は
別
居
に
よ
り
子
ど
も
と
別

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
親
子
が
、
会

っ
て
話
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す

る
面
会
交
流
を
支
援
し
ま
す
。

　

支
援
員
が
支
援
計
画
を
作
成

し
、
双
方
の
親
と
相
談
し
な
が
ら

面
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象　

お
お
む
ね
15
歳
未
満
の

子
ど
も
と
面
会
を
希
望
す
る
別
居

し
て
い
る
親
、
ま
た
は
、
別
居
し

て
い
る
親
と
子
ど
も
の
面
会
を
希

望
す
る
同
居
し
て
い
る
方
の
親

■
要
件

○
本
事
業
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

　

に
つ
い
て
、
当
事
者
間
で
合
意

　

し
て
い
る
こ
と

○
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
親
が
、

　

県
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ

　

と
■
問
い
合
わ
せ　

県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
☎
０
９
６
・
３
５
１
・
８

７
７
７

督
促
手
続
き
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

督
促
手
続
き
と
は
、
賃
金
や
売
買

代
金
な
ど
を
相
手
方
が
支
払
わ
な

い
場
合
に
、
申
立
人
の
申
し
立
て
の

み
に
基
づ
い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が

債
務
者
に
対
し
て
金
銭
の
支
払
い

を
命
じ
る
略
式
の
手
続
き
で
す
。

　

手
続
き
は
書
類
の
審
査
だ
け
で

す
。
審
理
の
た
め
に
裁
判
所
に
来

る
必
要
も
、
証
拠
書
類
を
提
出
す

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
申
し
立

て
に
必
要
な
手
数
料
は
、
民
事
訴

訟
の
半
額
で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
地
方
・
簡

易
裁
判
所
☎
０
９
６
・
３
２
５
・
２

１
２
１

本
の
返
し
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

卒
業
、
入
学
、
転
勤
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
引
っ
越
し
の
際
に
は
、

市
立
図
書
館
で
借
り
た
本
を
忘
れ

ず
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
新
た

な
生
活
を
始
め
る
前
に
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

市
役
所
、
ロ
ー
ソ
ン
水
俣
桜
井

町
３
丁
目
店
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
も

利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
☎

６
３
・
８
４
０
１

県
環
境
セ
ン
タ
ー
３
・
４
月

開
催
の
イ
ベ
ン
ト
♪

★
春
の
こ
ど
も
祭
り

　

リ
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
や
化
石
レ

プ
リ
カ
づ
く
り
、
竹
箸
づ
く
り
な

ど
、
人
気
の
体
験
活
動
が
大
集

合
！ 

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を

通
し
て
、
環
境
に
つ
い
て
楽
し
く

学
ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

図
書
カ
ー
ド
や
環
境
に
優
し
い

エ
コ
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る
「
お

楽
し
み
抽
選
会
」
も
あ
り
ま
す
。

大
人
も
大
歓
迎
で
す
！

■
日
時　

３
月
21
日
㈯
・
㈷　

10

時
〜
15
時
30
分

※
受
け
付
け
は
15
時
ま
で

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

無
料

★
大
人
の
裂
き
織
り
教
室

　

裂
き
織
り
と
は
、
不
要
に
な
っ

た
服
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
の
古
布
を

裂
い
て
ひ
も
状
に
し
、
織
機
で
織

り
込
ん
で
再
び
布
と
し
て
使
え
る

よ
う
に
す
る
環
境
に
優
し
い
取
り

組
み
で
す
。
初
心
者
も
経
験
者
も

楽
し
め
る
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

思
い
出
の
服
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど

を
リ
メ
イ
ク
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

４
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

　

９
時
30
分
〜

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

各
回
先
着
10
人
程
度

※
参
加
者
が
５
人
未
満
の
場
合
は

中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
裂
き
織
り
経
験
の
有
無

を
明
記
し
て
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

４
月
１
日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
０
０
５
５ 

明
神
町
55
番
１
号

県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
６
２
・
２
０

０
０ 

FAX 

６
２
・
１
２
１
２ 

メ
ー

ルcenter@
kum

am
oto-eco.

jp

（
原
則
、月
曜
日
休
館
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.pref.

kum
am
oto.jp/soshiki/54/

水
俣
少
年
少
女
合
唱
団

第
９
回
演
奏
会

　

７
年
ぶ
り
に
演
奏
会
を
開
催

し
ま
す
。
天
使
の
歌
声
で
、
癒
や

し
の
ひ
と
と
き
を
お
届
け
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

３
月
21
日
㈯
・
㈷　

14

時
〜　

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
ホ
ー
ル

■
曲
目　

と
な
り
の
ト
ト
ロ
メ
ド

レ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
、
き

み
を
の
せ
て
、
手
紙 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
少
年
少
女

合
唱
団
事
務
局
・
一
期
崎
☎
６
３
・

３
７
７
８

水
俣
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
＆
国
際
屋
台
村
開
催
♪

　

毎
年
恒
例
の
水
俣
国
際
交
流
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
屋
台
村
が
復

活
！ 

中
国
、
チ
ェ
コ
、
韓
国
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
界

グ
ル
メ
を
食
べ
比
べ
な
が
ら
、
フ

ラ
メ
ン
コ
や
太
鼓
、
ブ
レ
イ
ク
・

ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
楽
し
め
ま
す
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
後
は
、
出

演
者
に
よ
る
お
試
し
レ
ッ
ス
ン
や
、

外
国
人
参
加
者
に
よ
る
外
国
語

レ
ッ
ス
ン
を
無
料
で
体
験
で
き
ま

す
！ 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
あ
り
ま

す
♪

　

国
際
交
流
で
自
分
の
世
界
を
広

め
、
友
だ
ち
を
増
や
し
、
人
生
を

よ
り
豊
か
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
日
時　

３
月
21
日
㈯
・
㈷　

11

時
〜
14
時

■
場
所　

水
俣
駅
前
広
場
ふ
れ
あ

い
館

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
国
際
交
流

協
会
事
務
局
（
市
企
画
課
内
）
☎

６
１
・
１
６
０
６

「
鳥
越
俊
太
郎
先
生
特
別
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
す

　
「
在
宅
医
療
の
普
及
と
か
か
り

つ
け
医
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
」

を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。「
介
護
予
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

３
月
21
日
㈯
・
㈷　

13

時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

市
文
化
会
館

■
演
題　
「
が
ん
と
と
も
に
生
き

て
み
て
〜
在
宅
医
療
を
考
え
る
〜
」

■
講
師　

鳥
越
俊
太
郎
さ
ん
（
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
４
度
の
が
ん
手

術
を
克
服
し
、
現
在
「
ニ
ュ
ー
ス

の
職
人
」
と
し
て
活
躍
中
）

■
入
場
整
理
券　

市
役
所
、
水
光

社
本
店
、
水
俣
市
芦
北
郡
医
師
会

で
配
布
。
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
芦
北
地
域

在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
所
（
介

護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
苑
内
）

☎
８
４
・
９
９
９
６ 

FAX 

８
４
・
９
９

９
７

伝言板

～本との出会いがつくる「元気なみなまたづくり」のススメ～

参加事業所・団体を募集しています。
本棚をつくって、「出会いが生まれる場所」にしませんか？

■「本よみ場」とは
水俣に暮らすさまざまな人が、それぞれに
思いのつまった本棚をつくり、その本棚があ
る場所を訪れた人と、本を通じた交流を楽
しむ空間です。
本が「人と暮らし」、「人と人」とをつなげ、
読書のまちづくりから元気な水俣づくりにつ
なげたいという思いが込められています。

■参加要件（営業などに支障のない範囲で）
○水俣市内にある事業所、団体など
○施設内に本棚と本を設置するスペースが
　あること
○来訪者に本棚を公開することを承諾して
　いること
○本や読書を通した交流ができること  など

■参加方法
市立図書館に備え付けの申込書に必要事項
を記入して、提出してください。後日、参加
内容などを確認するため、市立図書館職員
が訪問を行います。

■参加内容
オススメしたい本や、思い入れのある本を
施設内の本棚に置いて、そこにしかない本
や人との出会いを楽しんでください♪
★団体登録をすると、市立図書館の本を利
　用できます！
★「本よみ場」では、来訪者への本の貸し
　出しは行いません。
★参加申込後も、実施内容の変更や参加を
　取りやめることができます。

■問い合わせ　市立図書館☎ 63-8401

モンブラン
フジヤにも
あります！

九州労働金庫水俣支店にもあります♪

民家れすとらん大山にもあります★

ー水俣市は「日本一の読書のまちづくり」を推進していますー

【
有
料
広
告
】
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ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
27
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
加
入
受
け
付
け
を
、
３
月

か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

団
体
で
の
活
動
や
団
体
活
動
へ

の
往
復
中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備
え

て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

団
体
活
動
を
行
う
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
な
ど

■
保
険
内
容　

傷
害
保
険
・
賠
償

責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

■
掛
金
（
年
額
）　

中
学
生
以
下

８
０
０
円
〜

※
高
校
生
以
上
は
活
動
内
容
に
よ

っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
安

全
協
会
熊
本
県
支
部
☎
０
９
６
・

２
１
３
・
９
０
１
５

広
報
み
な
ま
た
４
月
１
日
号

原
稿
締
切
日
は
３
月
13
日
㈮

　

お
知
ら
せ
記
事
掲
載
依
頼
は
、

市
役
所
３
階
総
務
課
広
報
の
受
付

簿
に
記
入
し
、
原
稿
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
遠
方
に
居
住
す
る
人

な
ど
で
、
受
け
付
け
が
困
難
な
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

原
稿
締
切
日
を
過
ぎ
る
と
掲
載

の
お
約
束
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
る

場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
る
か
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割
愛

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
広
報

担
当
）
☎
６
１
・
１
６
５
５
／
FAX

６
２
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル

kouhoum
inam

ata1@
gm
ail.com

kouhoum
inam

ata2@
gm
ail.com

マイバッグ
キャンペーン♪
オリジナルくま

モン

バッジがもらえ
る！

医
療
セ
ン
タ
ー
停
電
作
業

３
月
８
日
㈰
は
救
急
外
来
休
止

　

電
気
設
備
年
次
精
密
点
検
と
Ｍ

Ｒ
Ｉ
電
源
工
事
の
た
め
、
３
月
８

日
㈰
に
停
電
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

作
業
時
間
帯
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
や
各
種
検
査
な
ど
が
で
き
な

い
た
め
、
救
急
外
来
を
休
止
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
８
日
㈰　

11
時
〜

17
時

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
☎
６
３
・
２
１
０
１

撮
影
対
象
は
自
由
！ 

中
尾
山
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
が
変
わ
り
ま
す
!!

　

毎
年
中
尾
山
の
コ
ス
モ
ス
を
題

材
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、平
成
27
年
度
か
ら

「
中
尾
山
お
よ
び
中
尾
山
公
園
」

を
題
材
と
し
て
、作
品
を
募
集
し

ま
す
。撮
影
の
対
象
は
限
定
し
ま

せ
ん
。

　

コ
ス
モ
ス
を
は
じ
め
、桜
や
展

望
台
か
ら
の
夕
日
な
ど
、四
季

折
々
、さ
ま
ざ
ま
な
姿
の
中
尾
山

の
写
真
を
作
品
と
し
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、応
募
要
項
を
ご
覧

に
な
る
か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
要
項
配
布
場
所

　

ひ
ら
た
写
真
ス
タ
ジ
オ
、佐
野

写
真
館
、市
役
所
都
市
政
策
課

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　

10
月
16
日
㈮
〜
30

日
㈮

※
持
ち
込
み
の
場
合
、土
・
日
曜
日

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
尾
山
コ
ス
モ

ス
会
事
務
局
・
渕
上
☎
０
９
０
・
７

４
６
８
・
４
８
６
９

産
業
廃
棄
物
パ
ト
ロ
ー
ル

　

熊
本
県
産
業
廃
棄
物
協
会
南

部
支
部
の
会
員
約
50
人
が
２
月
12

日
、丸
島
新
港
で
ご
み
の
撤
去
作

業
と
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

事情つぅ

✿

マイバッグ＆マイマイ運動
キャンペーン

水俣市では、暮らしの中でのごみを減らすために、マイバッグはもちろん、マイ箸や
マイ水筒などを持ち歩く「マイマイ運動」に取り組んでいます。
また、環境学習などで水俣を訪れた人にもこの運動を紹介し、自らの暮らしを見直す
きっかけにしていただいています。さあ、皆さんも「マイマイ運動」を始めましょう！

期間中に次のエコショップで買い物をすると、「オリジナルくまモンバッ
ジ」がもらえます。あなたにできるエコ活動の第一歩♪ 買い物にはマイ
バッグを持参しましょう。

マイバッグ！ マイ水筒！
マイ箸！ マイ歯ブラシを
持って出かけるモン♪

※水俣市は平成 31年度までに 90％のマイバッグ持参率という目標を掲げています。

～水俣市・水俣市ごみ減量女性連絡会議～

■問い合わせ　
　環境モデル都市推進課
　☎ 61-1612

◆ 3/2 ㈪～ 3/15 ㈰　各店舗先着 50人（※期間中でもなくなり次第終了）
　愛林館、まつぼっくり、船津鮮魚、福田農場、ＪＡあしきた東部かっさい市場、
　もじょか堂、天の製茶園和紅茶工房

◆ 3/8 ㈰　11：00 ～　各店舗先着 200 人
　水光社、エムズシティ食彩館

お出かけは「マイマイ」で！

水俣市公式Facebook
公開中です！

水俣市公式Facebook（フェイスブック）
を公開しています。
Facebookページ
　http://www.facebook.
　com/minamata.city

■問い合わせ
　総務課秘書係☎ ６１ー１６００

【
有
料
広
告
】

1819 広報みなまた2015.3.1広報みなまた2015.3.1

　水俣市はこのほど、国立水俣病総合研究セン
ター（国水研）、慶應義塾大学と、それぞれ包括
連携協定を結びました。
　国水研との連携では、平成28年度に開設を予
定している「水俣環境アカデミー機構（連携大
学院構想）」（仮称）の中で、水俣のシンクタンク
的な役割を期待しています。これからの水俣の将
来像を、市民、行政、研究機関と考える場を設け、
20～30年後のあるべき水俣の姿をはっきりと描
きたいと思います。そして、逆算して今年、今月、私
たちがやらなければいけない事を明確にしていく
ことが、水俣の着実なまちづくりの推進につなが
り、将来に向けて、水俣がさらに発展していく方
法だと思っています。
　慶應義塾大学は、日本のトップレベル（ブラン
ド）の私立大学です。今回の連携では、水俣病の
経験や再生してきたまちづくり、環境首都や環境
モデル都市の取り組みを首都圏などにも情報発
信することで、水俣のイメージやブランド力アップ
につながると思っています。また、慶應義塾大学
が有するさまざまな最先端の知識と、水俣の経
験や培った「知」が連携することで、福島などの今
後再生が必要なまちや、世界のいろいろな環境
問題に苦しむまちに貢献することができると考え
ます。これこそ水俣だからこそできる、世界に対す
る役割ではないでしょうか。
　これを機に、水俣の子どもが慶應義塾大学を
目指したり、国水研の研究員になったりと、水俣
や社会のために活躍する人材が出てくることが
今からとても楽しみです！

「
東とう

ほ
ん
せ
い
そ
う

奔
西
走
」は
、西
田
弘
志
市
長
の「
し
せ
い
」を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、コ
ラ
ム
で
す
。　
「
東
奔
西
走
」と
は
、東
や
西
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
駆
け
回
る
こ
と
で
す
。

とうほんせいそう

水俣市長 西田 弘志

－12－

【♪】私の子どもの頃の夢は、
海外で働くことでした。

東東奔西走
協定調印式



※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
６
２
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
６
３
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2014年（

平
成
27年

）
 ３
月
１
日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
ー
１
ー
１
　
☎
0966ー

61ー
1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
㈲
あ
す
な
ろ
印
刷

ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

水
俣
に
こ
の　
　
　
　

あ
り　
　

84

人人

　

昨
年
６
月
に
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た「
第

61
回
Ｎ
H
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

熊
本
県
大
会
」。ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
、水
俣
高

校
３
年
の
戸
張
琴
子
さ
ん
が
優
勝
を
果
た
し
、

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

中
学
３
年
か
ら
高
校
ま
で
の
４
年
間
、放

送
委
員
会
に
所
属
。中
学
時
代
は
生
徒
会
役

員
と
し
て
司
会
を
す
る
こ
と
が
多
く
、人
前

で
話
す
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
ま
し
た
。バ
ス
ガ

イ
ド
を
し
て
い
た
母
親
の
影
響
で
、家
庭
で
の

会
話
は
標
準
語
。生
活
の
中
で
も
、ア
ナ
ウ
ン

ス
の
素
質
が
磨
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

入
学
し
た
統
合
後
の
水
俣
高
校
に
は
放
送

部
が
な
く
、指
導
者
も
い
ま
せ
ん
。練
習
は
土

日
や
放
課
後
に
自
主
的
に
時
間
を
設
け
、仲

間
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
て
自
己
流
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。そ
の
頑
張
り
に
、先
生
た
ち
も

録
音
や
原
稿
の
添
削
な
ど
、で
き
る
こ
と
で

協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、以
前
水

俣
高
校
で
放
送
部
の
顧
問
だ
っ
た
先
生
が
、

指
導
を
申
し
出
て
く
れ
ま
し
た
。発
声
や
練

習
方
法
な
ど
、細
や
か
な
指
導
を
受
け
ら
れ

た
こ
と
で
実
力
が
大
き
く
開
花
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
が
高
校
生
活
最
後
の
大
会
。「
緊

張
し
た
け
れ
ど
、『
原
稿
の
内
容
を
聞
き
手
に

伝
え
た
い
』と
い
う
思
い
を
常
に
意
識
し
て
い

た
」と
振
り
返
る
戸
張
さ
ん
。入
賞
は
か
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、出
場
で
き
た
こ
と
が
自

身
の
大
き
な
経
験
と
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
京
都
で
、母
親
も
働
い
て
い
た

会
社
に
就
職
し
、バ
ス
ガ
イ
ド
に
な
り
ま
す
。

「
お
客
さ
ま
の
１
日
が
、よ
り
楽
し
い
も
の
に

な
る
よ
う
、お
手
伝
い
し
た
い
」と
話
す
戸
張

さ
ん
。学
生
時
代
に
培
っ
た「
伝
え
る
力
」で
、

未
来
を
鮮
や
か
に
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
。

「
水
俣
に
こ
の
人
あ
り
」で
は
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
優
勝　

戸
張
琴
子
さ
ん

Vol.

花 智

編 

集 

後 

記

▼
メ
ガ
ネ
が
壊
れ
た
の
で
、市
内
の
メ
ガ
ネ
屋
さ

ん
へ
。フ
レ
ー
ム
を
選
ん
で
調
整
を
待
つ
間
、お

店
の
人
と
あ
れ
こ
れ
話
を
し
ま
し
た
。メ
ガ
ネ
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、お
店
で
飼
っ
て
い
る
カ
メ
の

話
な
ど
、楽
し
い
ひ
と
と
き
。お
互
い
に
顔
や
名

前
を
知
っ
て
い
る
と
、安
心
し
て
買
い
物
が
で
き

る
な
ぁ
と
、あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
▼
今
、市

内
の
お
店
で
は「
ま
ち
ゼ
ミ
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。専
門
的
な
知
識
と
情
報
を
無
料
で
聞
く
チ

ャ
ン
ス
。関
連
記
事
は
７
ペ
ー
ジ
に
、２
月
１
日

号
の
23
ペ
ー
ジ
に
は
講
座
一
覧
が
あ
り
ま
す
。

▼
表
紙
写
真
が
、県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
に
。

題
材
は
、中
尾
山
の
コ
ス
モ
ス
と
コ
ス
モ（
宇
宙
）。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
切
に
育
て
た
コ
ス
モ

ス
は
、早
朝
の
草
取
り
な
ど
も
い
と
わ
な
い
人
々

の
思
い
が
咲
か
せ
る
花
。そ
の
花
は
た
く
さ
ん
の

人
を
笑
顔
に
し
ま
す
。そ
こ
に
は
ま
ち
づ
く
り
の

無
限
の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

▼
無
限
の
宇
宙
の
き
ら
め
き
と
ま
る
で
太
陽
の

よ
う
に
輝
く
コ
ス
モ
ス
。明
る
い
水
俣
の
象
徴
と

し
て
撮
影
構
想
３
年
。撮
っ
た
の
で
は
な
く
撮
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
一
枚
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第61回ＮHＫ杯全国高校
　放送コンテスト熊本県大会　優勝

　戸張 琴子 さん
　　　　　　　　　　（中鶴）

   と ば り    　　  こ と こ

第５８回熊本県広報コンクール
広報写真の部 「一枚写真」で
水俣市が特選を受賞しました

「中尾山のコスモスとコスモ（宇宙）」
　　　　　　平成２６年１０月１日号表紙
中尾山のコスモスは、市民ボランティアの
手で大切に育てられています。満開の時期
にはたくさんの人が訪れ、秋の訪れを感じ
させてくれます。
この受賞は、取材にご協力いただいた全て
の皆さんのおかげです。これからも住民
と行政をつなぐ広報紙づくりに努めます。

20
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